




































る。 (3)社会福祉領域における宗教の歴史的かかわりを確認し弘が;， rケア」の制度化iTtf;7いて考える。最後に (4)宗教福祉の位置と意与にJ;確認して締めくくる
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アj には、 「介護J I世話J 1配慮」といった意味 (4)があり、その使われ方として、
「キユア(治療)からケア(看護)へ」といった医療の重心移動に始まり、 「プライマリ
ケアJ IターミナルケアJ Iホスピスケアj 山といったように使われている。社会福祉
の分野では「医療・保健・福祉などの専門サービスを必要とする人に対する、対人福祉サ




































































































































































































































































( 3 ) I場の理論」に関しては、以下の文献を参照した。
※Bourdieu，Pierre[1971]Genese et structure du champ religieux， Revue francais de socio-
logie-12，pp.295334=f19911GEnesis and structure ofthe religious FEld，comparative 
Social Research.voI.13，pp.1-44， 
Bourdieu，Pierre(1980] Questions de Sociologie，Minuit. (田原音和監訳[1991J W社会学
の社会学』藤原書店). 




( 5 ) IホスピスJ Iビハーラ」の実践は、 「ケアJのあり方を良く表じていることは
周知のことであるが、本稿では問題の焦点を限定するために「医療と宗教Jについ
ては触れていない。
( 6 )京極高宣編[1993JW現代福祉学レキシンコン』雄山閣.p.423 0 
(7)新屋重彦・田遺信太郎・島薗進・弓山達也編日995J I癒しと和解J W癒しと和解
一現代における CAREの諸相ー』ハーベスト社.Pp.ト120
(8 )広井良典[2000J Wケア学一越境するケアー』医学書院.Pp. 116-1180 
(9 )共同体と個人との関わりは、社会学がその創生期から扱ってきたテLマの 1つで
ある。この興味深いテーマに関しては別稿にて改めて詳しく論じる予定である。




(12) Wilson，B.R・[1976]ComtemporaryTransformation of Religion，University of Newcastle 
叩onTyne. (井門冨ニ夫・中野毅訳[1979J W現代宗教の変容』ヨルダン社)。
(13)LIICIErnann，T7141%7]The Invisible Religion:T11eProblem of Religion in Modern 
Sociology，The Macmillan，New York. (赤池憲昭・ヤン・スィンゲドー訳[1976J W見え
ない宗教ー現代宗教社会学入門一』ヨルダン社)。
(14) Dobbelaere，K.[1981 ]ibid.邦訳pp.58-157




















ら日蓮宗法音寺への展開-J W東洋大学大学院紀要~ 34，pp.61-73， 
※渡辺芳[1998J ["仏教感化救済会の社会事業活動ーその教えと実践一J W近代仏
教~ 5，近代仏教史研究会， pp.47-54。
(24)森岡清美[1972J ["包括宗教法人の行う事業J W宗務時報~ 29，pp.62-63o 
(25) Bourdieu，P.[1987]"La disso/ution du religioux"Choses Dites(Le Sens Commun)， 
Les Editions de Minuit. (石崎晴巳訳[1991J ["宗教的なるものの拡散J W構造と実践ー
ブルデュー自身によるブルデ、ユ一一』藤原書庖)、引用は一部日本語訳に従っていな
いところがある。
(26) Bourdieu，P.[1987=1991]ibid.邦訳p.156
(27) ["ケアJをめぐる領域闘争の事例としてあげることができるのは、介護保険制度
導入による高齢者福祉の「介護の医療化」の問題である。["介護」に関して専門家
同士の管轄の範囲確定、専門職聞のヒエラルキー関係が問題となっている。高齢者
「介護」という「ケア」をどのように分担していくのか、その分担を決定するに至
る過程もまた社会学の興味深い対象となるであろう。
(28) Bourdieu，P.[1987=1991]ibid.邦訳p.157 
(29) Bourdieu，P.[1987=1991]ibid.邦訳pp.157-158
(30)たとえば、公的扶助の対象となった場合、生活に関する細かい「指導」を受けた
り、福祉制度を受ける価値があるか否かを面接の場で暗黙の内に判断されたりする
ことがあるという(岩田正美[2000J Wホームレス/現代社会/福祉国家一「生きて
いく場所」をめぐってー』明石書店)。
(31)ブルデ、ユーの場合、宗教集団にのみ「宗教的なるものJ ["聖なるものJが特権的
に認められているとは考えない。宗教集団が新しい「聖なるものJ ["救済のための
財の操作の独占権」を持つ「新しい聖職者Jにその位置を譲り渡したことを世俗化
現象であると考えているように思われる。
(32) ["ケアの専門化」は「ケア」役割の固定や「ケアするものj と「ケアされるも
のJの分割を生む。女性はもっぱら家族内の仕事あるいは「女性に向く」職業とさ
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宗教福祉の社会学へ 渡辺
ご;立!こ対して集中吋り 女性の役割はげア」であるという通念が支配的
これら「ケア」労働は性別役割分業の強化という側面から批判され、高齢者ば
「ケアをされるもの」といった固定観念は、高齢者の4ーンシヤリテイを不当に低
よ?li;:;た;2みぷ生の達人J i伝統のム者」といった側面を見
(33)こ?宗教福祉の扱う領域に関する問題については、 2000年昨の日本社会学会で報
告を?った。今後はこの報告をまとめる予定である(渡辺芳白OOJi宗教系アソシ
古語足立522込ZJRこおける神の愛宣教者会の活動を中心にー」
(1;:;はNGOの分析を通して、 NGOには成立した年代によって「世代」が
。この「世作」ごとの役割があっすそれぞ、れ特色があるのだ、から、それ
を生かした連携が求めりれる。しかし、サービス利用者つまり顧客を同じくするこ
えrzコニニーは困難であるという包ぬ伽伽いO町側附r口巾t旬ωe
5日Ju'N川GOとボランテイアmのα2」z2完2z;!鴻埠詑?ηt官r廿T?一a訂ria巾 n，均
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